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大野城まどかぴあ男女平等推進センターは、平成 25 年 4 月 6日（土）のリニューアルオープンに伴い、愛称を募集しました。 

アス+スカーラの造語でアスは明日・未来の意味。スカーラはイタリア語で階段やはしごの意味。明日に向かって、みんなで 

1 歩づつ階段を上がっていくように男女平等を推進していきましょうという意味です。これからは、アスカーラと呼んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                              

 

 

 

                   

 

 

▼ＣＯＮＴＥＮＴＳ▼ 

・事業レポート「市民グループ活動支援事業 ママのスキルアップ！リフレッシュ！講座」 

         「市民グループ活動支援事業 男女共同参画と環境を考える」 

・アスカーラ 講座・イベント案内 

・キッズルームでこんにちは 

・ご存知ですか？「443 件」 

・相談室のご案内 

 ・ひとりごと 

 ・今月のアスカーラ     

アスカーラとは 

男女平等推進センターアスカーラで

は、.平成26年度より男女共同参画の

視点を取り入れた「男女共同参画カル

タ」の作製に取り組み、多くの皆さん

のご協力により、今月完成しました。 

読み札は一般公募で決定し、絵札は

大野城市立中学校の美術部の皆さん

の力作です。（「あ」札以外） 

来年度より市内の小・中学校を中心

に配布し、男女共同参画の推進に役

立てていきたいと思います。 

「あ」絵札制作：安河内俊明  

（大野城まどかぴあ理事長） 
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乳幼児の笑顔は、積年の澱を洗い流して癒すだけ

の力を持つ。近年切れやすい高齢者が増えているが、

子どもに触れる機会を失くした社会現象と言えな

いだろうか。乳幼児期のわが子と向き合う毎日は、

多忙でも至福の時であった。が、あっという間に過

ぎ去った感がある。その間を充実させたかと言えば、

忸怩（じくじ）たる思いのジジババ世代である。  

今年度アスカーラにデビューした登録団体「赤ち

ゃん集会！」が企画・主催の講座（最終回）を取材

した。冒頭に記述した至福にどっぷり浸かったママ

たちの会である。10月 29日に「ベビーと一緒にコ

ンサートを楽しも

う！」で竹下めぐ

みさんのマリンバ

演奏を楽しみ、11

月 2 日に代表の池

永良恵さんが指導した「心理学行動療法アサーショ

ン～自分も相手も大切に～」で学び合った経過があ

る。各回の参加費は 1家族 500円。対象はプレママ

妊婦、子育て中のママ、講座に興味のある女性。注

意事項として、2～9カ月の乳幼児については入場可

能、10 カ月から未就学

児については託児利用

あるいは静聴を条件の

入場を付け加えてあっ

た。講座後に交流会と

してのランチパーティ

ー（自由参加）を配す

るアイデアも心憎い。 

この日の講師・小柳            

さんも 2歳女児の母。受 

講者 15名のうち 4名が

託児利用で、後は子連れでの参加だ。腰を下ろして

目の高さを合わせ、ひとりひとりに子どもの名前や

由来を尋ねることから始めて、まずは心を通わせる。

小柳さん自身のプロフィールでは、引き籠り状態か

ら高校中退を経てフリーアナウンサーになったと

聞いて正直驚いた。読み聞かせの絵本は「※Love 

You Forever」感情の入れ方はさすがである。あく

びの喉で発声するなどのポイントを聞いて、全員で

腹式呼吸の練習に入る。最後に受講者がそれぞれ

「自分が支えられたとか、大事にしている言葉」を

披露。これがまた泣かせる話が多くて……。後ろ髪

を引かれる思いでお開きとなった。 

「今しかできないことを子どもと一緒にやりた

い」「BABY や小さい子どもを持っているママたち

とみんなで何か楽しい時間を過ごしたい」との思い

で市民企画事業に申し込んだと池永さん。アスカー

ラが啓発効果に期待を

寄せるスマホ世代、繋が

りや行動力には舌を巻

く。全 3回の交流は発見

や癒しが満載。子育ての

毎日に前向きに作用し

たことだろう。それにも

増して、時間をやりくり

してまどかぴあに子ど

もを連れて来る社会的

意義は大きい。意識 

も高く講座や図書館利用 

の高齢者も、無心の笑顔 

に触れれば角が取れてまあるくなるはず。 

（情報サポーター 山口 郁子） 

市民グループ活動支援事業 

ママのスキルアップ！リフレッシュ！講座（全 3回） 

第 3回 11 月 9 日（月） 

 「話し方レッスン ～家族や友達との会話を楽しもう～」 

講 師：小柳 有紀さん （フリーアナウンサー・タレント） 

主 催：赤ちゃん集会！ 

※Love You Forever（ラヴ・ユー・フォーエバー） 
作：ロバート・マンチ  訳：乃木 りか 

絵：梅田 俊作     出版：岩崎書店 

 

親子のきずなを静かに語って、全米で 1200 万人
の母親が泣いた、お母さんのための絵本。子育て中
のお母さんへの応援歌として読み継がれるベストセ
ラー絵本。 

小柳さんのおおらかな
屈託のない笑顔に、 
受講者生も癒されて… 
 

 

ボクも交流会に参加し
てます )^o^( 
各自持参のランチで、

ママたちのおしゃべり
にも花が咲きます。 
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まだまだ寒い日が続く２月。暖冬から一転、太陽の温もりが恋しい毎日です。 

早く春にならないかなぁ…と思っているあなたに、４月から始まる講座のご案内です！ 

新しいことに挑戦して、新しい人と出会うのはきっと楽しいですよ♪ 
 

 

講座、イベント等のお申し込み・お問い合わせは 

★男女平等推進センター アスカーラ★ 
〒816-0934 大野城市曙町 2丁目 3番 1号 

TEL（092）586-4030  FAX（092）586-4031 

ホームページ http://www.madokapia.or.jp/ 
開館日時/月曜日～金曜日 9 時～19 時   土･日･祝日  9 時～17 時 
閉 館 日/第 1・3水曜日  年末年始/12 月 28 日～1月 4 日 

 

右下のマークのある講座・ｲﾍﾞﾝﾄは 

託児 が利用できます。 

開催日の1週間前 までにお申し込み

ください。 

・1人 1回 300 円 

・10 か月～ 

小学校就学前まで 

 

日 時・会 場 内  容 講 師 ・ その他 

 

“

”

 

http://www.madokapia.or.jp/
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キッズルームで 
★こんにちは★ 

今月の元気キッズ！ 

 

 

アントワーヌ結人くんはもうすぐ 10 か月。育休

中のママと遊びに来てくれました。はいはいが

できるようになって、遊び方もとってもアクティ

ブになりました。つかまり立ちもとっても上手。

音の出るおもちゃが大好きな、    笑顔が

可愛い男の子です。 

 

兄妹です(*^_^*) 

大きくなあれ❤ 

☀今月のお楽しみ情報☀ 

○2月 2、9、16、23 日（火）10:30～ 
 担当：おひざでだっこ「おはなしのへや」 
ぴよぴよ（妊娠中・0歳児）第 1・3火曜 
よちよち（1・2歳児）    第 2・4 火曜 

 
○2 月 15 日（月）10:30～ 
 担当：HAND IN HAND 
○2 月 24 日（水）10:30～ 
担当：大野城市地域貸出文庫連絡協議会 

 
※毎週木曜日 10:30～12:00 は、 
まどかぴあの託児でおなじみの託児サポ
ーター“ママ・ポケット”サポーターの
見守りがあります。 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

ご
存
知 

で
す
か
? 

443 
  件 

    

2014 年施行の改正ﾄﾞﾒｽﾃｨｯｸﾊﾞｲｵ

ﾚﾝｽ（DV）防止法で保護の対象とな

った、同居している恋人間の暴力に

ついて、被害の申し立てを受けた全

国の裁判所が 15 年 10 月末までに

計443件の保護命令を発令していた

ことが、最高裁の集計で分かった。 

改正法施行から 3 日で 2 年。「デ

ート DV」と呼ばれる未婚の恋人間の

暴力から被害者を守る“盾”として保

護命令が一定程度、定着してきた。

一方で、高校生など、相手と同居し

ていない被害者は今も保護対象外

で危険にさらされている。 

最高裁によると、14 年 1 月～15 年 

10 月末までに被害者が接近禁止な 

どの保護命令を申し立てた件数は 

配偶者間を含め、全国で5630件（15 

年分は速報値）。5611 件が決着し、

そ の 

そのうち恋人間（元恋人間も含む）に 

関するものは 504 件だった。保護命 

令の発令件数全体に占める恋人間 

の割合は、14年が238件で9.4％、15 

年（10 月末まで）は 205 件で 10.2％。 

10件に1件程度は恋人間が占めるよ 

うになったが、潜在的な被害の多さを 

考慮すると、まだ少ないとの指摘もあ 

る。内閣府の 14 年度に 20 歳以上を 

対象にした調査によれば、恋人がい 

た（いる）と答えた女性の約 5 人に 1 

人は交際相手からの暴力にあった経 

験があり、うち約4人に1人が命の危 

険を感じていた。 

 同居が適用条件であることがハードル 

の高さになり、守られるべき被害者が 

守られていない可能性もある。早急な 

対策が必要だ。 

 

＜利用時間＞ 
１０:００～１５:００ 

＜場  所＞ 
まどかぴあ３階  

 
※予約はいりません 
※参加料は無料です 
※未就学児が対象です 

※参考：日本経済新聞（1／5掲載） 

西日本新聞（1／6掲載） 

H26 年度版男女共同参画白書（内閣府） 

         ☆平成28年度 アスカーラサポーター･ボランティア実行委員大募集☆ 
          

 

            

力 
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日本は第 2次世界大戦敗戦後、経済的に目覚まし

い復興発展をしたが、その負の副産物として環境汚

染が問題となった。近年少しずつ解決していると思

われるし、国民の関心も高い。だが残念なことに、

経済がすさまじい速さで伸びている中国やインド

では、それに比例して環境が汚染されている。 

1980年から 2000年初めにかけて、ダイオキシン

という言葉を耳にする機会も多かったが、皆さんは

覚えていらっしゃるだろうか。ダイオキシンは、ご

みを燃やすと発生することがある毒性の強い物質

である。1996 年、埼玉県所沢市で産業廃棄物焼却

炉から検出され地域住民に大きな不安が広がって

社会問題になった。今回改めてダイオキシンの恐ろ

しさを思い出した。 

ダイオキシン類は有機化合物が塩素の存在下 300

～500℃程度の高温に加熱されるときに生成する。

例えば一般廃棄物焼却、金属製錬、自動車、たばこ、

山火事や野焼きなどで生成・排出されている。それ

が土壌に溜まり、川から海へ。海水中に蓄積し、プ

ランクトン⇒魚⇒私たちの体内へ。そう、ダイオキ

シンが私たちの体内に入る経路の 98％は食物から

と言われているのだ。特に秋刀魚、鯖、鰯など身近

な魚類に含有量が多く、日本人は摂取している量が

多い。しかも簡単には分解しない物質で、脂肪によ

く溶けるため、人の体に入ると脂肪組織に蓄積し、

なかなか排出されない。しかし、日本の食習慣は解

毒という点では適している。食物繊維の多い、米ぬ

かや野菜は、摂取するとダイオキシンを吸着して体

から排泄してくれるのだ。「焼き魚」に「大根おろ

し」は理にかなっているという事だ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師下田幸子さんは、筑紫環境サービスの代表取

締役。その仕事の一

部に火葬業務がある。

火葬場は、誰もが最

後にお世話になると

ころだ。しかし職業

に対する偏見は根強

く、労働条件は良く

ても従業員は足りて

いないとの事。特に

女性は、本人にやる

気があっても子どもが学校でいじめにあったり、家

族の反対で断念せざるを得ない。人生の最後を送る

仕事でありながら、理不尽な差別を受けるのはとて

も残念だ。高齢化率の上昇に伴って、火葬場の稼働

率も高い。下田さんは、この現状を打破するべく仕

事への理解を広げたいと思っている。“人生の旅立

ちと見送り”という仕事にプライドを持つように、

従業員を育てているという。公務員をやめ、父の跡

を継いで 27 年。昨年（平成 27 年）、自身が夫を亡

くした。今まで以上に遺族の気持ちを大切にし、こ

の仕事に取り組みたいと結ばれた。 

（情報サポーター ちびまま） 

アスカーラ市民グループ活動支援事業 

「男女共同参画と環境を考える 
～女性経営者から見た私たちの環境問題～」 

日にち：11 月 14 日（土） 

講 師：下田 幸子さん 

（筑紫環境サービス代表取締役） 

主 催：ふくおか県翼の会 大野城 

ダイオキシン摂取量の推移（H25厚生労働省資料より） 

（
単
位 
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） 



                          男女平等推進センター アスカーラ情報誌 すてっぷ 2 月号 6■ 

相談のご予約・お問合せは・・・ 

０９２－５８６－４０３５ 

 

 

 

 

☆大野城まどかぴあ 相談室のご案内  ☆ 

日 曜 予      定 
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〒816-0934  福岡県大野城市曙町 2-3-1  ホームページアドレス http://www.madokapia.or.jp/ 

ＴＥＬ／ 092（586）4030 ＦＡＸ／092（586）4031 相談専用電話／092（586）4035 

 

2 月の男女平等推進センター 

 

*ひとりごと* 丸めた餅の包み 

元旦早々、夫と義妹、甥の４人で初詣に出かけた。

人があふれる参道には出店も多く、おいしそうなに

おいが漂っていた。帰り道、義妹が買ってくれた梅

ヶ枝餅をおいしく食べながら駐車場に向かった。ゴ

ミになってしまった餅の包みを回収した私は甥の

Ｔ君にも「受け取るよ」と言った。すると彼は小さ

く丸めた包みを『そーっ』と遠慮がちに、私の手に

のせてくれた。それは、どこに捨てようかと思案し

ていたのか、しっかりと丸めてあった。私は彼のの

せ方に『ありがとう。ゴミをお渡ししてすみません。

よろしくお願いします』という心遣いを感じた。何

気ない行いのひとコマだが、心がぽかぽかと温まっ

た。『安心してください。優しさ 

ちゃんと伝わっていますよ』 

爽やかな年の始まりとなった。 

（情報サポーター 櫻井 紀子） 

http://www.madokapia.or.jp/
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